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研究テーマ 

ナッジによる省エネルギー行動の誘発 

 

研究報告 

１．研究の背景と目的 

 ナッジは、省エネルギー行動の誘発に用いられることもある情報設計のアプローチである１）～３）。

省エネルギー行動の誘発に関するナッジは、毎月の電気代明細書のような情報設計のアプローチとし

て用いられてきた４）。しかし、ナッジにより省エネルギー行動が動機づけられたとしても、エネルギ

ー消費行動が意思決定されるときに引き続き動機づけられているか不確かである。他方、エネルギー

消費行動が生じるタイミングで省エネルギー行動に向けたナッジを提供することができれば、省エネ

ルギー行動が生じる可能性を高められる。より具体的には、照明スイッチを消し忘れてトイレから出

ていこうとするタイミングで、照明スイッチを消すという行為を動機づけることができれば、照明ス

イッチの消し忘れを低減できる。 

 ある対象物に注意を促す方法として、手がかりを提供する方法がある。Darkらは、視線の凝視位置

に矢印などを置くことでターゲットの位置を指示する手がかりを提案している５）。矢印のような間接

的な手がかりは、ターゲットを検出するまでの時間を短くすることに寄与する（Sheperdら６）やEimer
７）、Risticら８））。さらに、矢印ではなく、指さしでも間接的な空間的手がかりとなることが報告

されている（Langtonら９）、Arigaら１０））。 

 本研究では、省エネルギー行動の習慣化に対するナッジの効果を検証する。指さしによる間接的な

空間的手がかりをトイレの使用者に一定期間提示し、その後ナッジを取り外した場合の省エネルギー

行動の持続性を検証することを目的とする。 

 

 
２．研究成果および考察 

２－１．ナッジの設計 

間接的空間的手がかりとしてのナッジは、以下の視点で設計した。 

 間接的空間的手がかりとして指さす姿勢の写真とする。 

 被験者である児童全員の知人をモデルとする。 

 被験者に行動の発生の要否を選択させる。 

 指さしでも間接的な空間的手がかりとなることが報告されている（Langtonら９）、Arigaら１０））こ

とから、本研究では、照明スイッチの方向を指さす姿勢の写真をナッジとした。 

 知人と他人とでは、物事の価値の把握や社会的行動の調整にかかわる脳の部位の活動が異なること

が報告されている１１）。本研究では、校長（男性）および副校長（女性）は児童全員の知人であると

想定し、それぞれ男子トイレおよび女子トイレに設置するナッジのモデルとした。 

 マウスを用いた実験で、まっすぐな一本道と枝分かれした道の先に同じ餌を置いておいた場合、枝

分かれした道をマウスが選ぶ頻度が高いことが報告されている１２）。また、人においても同様に、選

択肢が一つの場合より複数の選択肢のある場合のほうを選ぶ傾向があることが報告されている１３）１

４）。本研究では、行動の発生を被験者に選択させることによる行動誘発を意図し、照明スイッチに対

する行動内容を被験者に問う文言をナッジに付加した。 

２－２．測定フィールド 

横浜市立小学校を本研究のフィールドとする。当該小学校は、RC造の４階建てで、東北東―西南西

方向に長い南南東側に教室を置く。トイレは、教室とは廊下を挟んだ反対側にある。男子トイレの北

北西側に窓を持つ。女子トイレには屋外に通じる開口はなく、男子トイレと女子トイレの間の壁にガ

ラスブロックが設けられている。 

トイレには内開きの扉があり、照明のスイッチはトイレの内側の入り口付近に設けられている。ナ
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ッジは、トイレの出入り口近傍に設置した（図１、図２）。トイレを使用する学年に応じ、低学年向

けのトイレ（２F）では床上1000mm、中学年向けトイレ（３F）では床上1200mm、高学年向けトイレ

（４F）では床上1400mmに設置した。 

２－３．測定方法 

トイレの在不在および照明のON/OFFは、人感センサ付きライトおよび照度センサでのインターバル

測定により検出した（図３）。 

人感センサ付きライトをトイレの入り口付近の手洗い場に、センサの検出範囲が動線を横切るよう

に設置した。センサの検出距離は3m程度で、最もセンサから離れた位置で入退室した場合でも検出す

ることを確認した。人感センサ付きライトの点灯時間および照度センサの測定のインターバルは25秒

とした。 

 トイレの在不在および照明のON/OFFは照度により判断した。照度は天候により変動するものの、人

口センサ付きライト点灯時に最も高く、照明がついているときがその次に高く、窓からの最高や廊下

の照明のみを検出しているときに最も低くなるという３段階に分類することができる。そこで、最も

照度の高い人感センサ付きライト消灯後に、二番目に照度の高い条件を維持し、その後最も低い照度

に移行するまでの時間を不在時点灯時間とした。 

 

２－４．ナッジの効果 

（１）全体的な傾向 

測定結果を図４および図５に示す。照度が280～340Lx程度変化したときには人感センサ付きライト

が点灯・消灯しており、照度の変化が150～200Lx程度の時には人感センサ付きライトが消灯している

と判断する。照度の絶対値ではなく変化量で判断することにより、天候の違いによる検出結果の違い

への影響を低減することができる。 

（２）省エネルギー行動の習慣化へのナッジの効果 

 図６に、女子トイレの一日の不在時点灯回数の平均値を、ナッジの設置前、設置中およびナッジの

撤去後について示す。女子トイレには外気に面する開口が無いため、日射による測定値への外乱が少

ないため、ここでは女子トイレに着目する。 

 全体として、平日は一日1～5回程度の不在時点灯が発生していることが分かった。ナッジ設置前と

比較してナッジ設置中および撤去後の一日の不在時点灯時間は減少し、設置中は平均20.3%、撤去後

は平均19.7%減少した。 

２－５．結果のまとめ 

本研究では、間接的空間的手がかりによる省エネルギー行動の誘発を目的として小学校のトイレの

照明の消灯の習慣化に関するフィールド検証を行った。その結果、以下の知見を得た。 

1) 間接的空間的手がかりとしてのナッジを作成した。 

2) 一日あたり、平均1～5回の不在時点灯が発生していた。 

3) 児童が使用するトイレの一日の打ち出の不在時点灯回数は、ナッジの設置により平均20.3%減少

し、ナッジの撤去後も不在時点灯回数は設置前より少ない状態が維持された。 
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３．将来展望 

 本研究は、在宅勤務が一般化しつつある現代において、ますます必要とされる消費電力量削減への

アプローチである。住宅の省エネルギー推進に向けて、家庭において効果的なナッジの開発を進め

る。 

 
４．研究発表 

本研究の一部は、2020年空気調和・衛生工学会大会にて発表予定である。 

 
図４ 平日の照度変化の様子 

 

 
図５ 週末の照度変化の様子 

 

 
図６ 省エネルギー行動の習慣化へのナッジの効果 
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